Ⅴ.安全、円滑な柔道の授業について
平成20年３月の「教育基本法」改正に伴い、文部科学省は「学習指導要領」を改訂。それにより「我が国固有の伝統と文化に触れる」などを目的に「武道」が選択科目から必修科目に変更されることが発表され、平成21年4月より各地域・学校毎に移行措置が取られ、いよいよ平成24年４月から全国の中学1,2年生男女共に体育の授業で武道必修化（柔道、剣道、相撲などから選択）が始まることになりました。特に、柔道については、競技人口や知名度からみて、履修する学校が大多数になると予想されています。それだけに、指導者育成や安全対策の徹底が求められています。

　そこで文科省は、授業の安全性向上を図るための指導者育成を重視し、技のかけ方や、指導上の注意点などを解説した安全指導マニュアルを作成・配布した上で、各都道府県単位での教員対象の研修会や講習会などの開催を呼び掛けてきました。教育現場でも、柔道経験の少ない教員の不安を解消するため、警察官ＯＢなど外部指導者と連携し、指導のサポートを依頼する事例もあるといわれています。

　「投げる」「絞める」などの柔道競技の特質上から導入に対する懸念もありますが、新学習指導要領では、（１）武道は中学校で初めて学習する内容であり、基本的な技を確実に身に付けること（２）武道の伝統的な考えを理解し、相手を尊重した練習、試合を行う――などと、武道教育の目的を明記しています。文科省は、「授業は激しい内容ではなく、あくまでも基礎や基本を重視する。その上で、適正な指導がなされることが一番の安全対策であり、現場には指導マニュアルなどを活用し、特に安全性に配慮した授業実施を徹底していきたい」と強調しています。

来春から始まる武道教育が「礼に始まって礼に終わる」という精神を学ぶことによって青少年の健全育成に大きく貢献し、安全かつ円滑な授業が行われることを願って以下お伺いいたします。

（1）この３年間の移行期間で、本市の教育委員会は特に柔道の指導者の育成、安全対策の徹底などについてどのように取り組まれてきたのか伺います。

（2）移行期間での取り組みを踏まえて、柔道の授業についての課題や教訓をどのように総括しておられるのか伺います。

（3）４月からの武道必修化による教育効果をどのように捉えて、かつ安全対策の徹底についてはどのように考えておられるのかお伺いいたします。

【参考】公明新聞：2011/11/26　「武道」を通じて健全育成を
【中学校の保健・体育の授業】週３時間、年間（35週）105時間以上、うちモデル時間としては９時間の武道の時間を用意している

【学校の柔道事故】2012./01/23 中日新聞社説

学校での柔道事故で命を落とした中高生が年平均で四人以上もいる。他のスポーツに比べて突出している。この春から中学一、二年の体育で柔道を含む武道が必修となる。何より安全が優先だ・

　中学、高校での柔道事故の多さば想像を絶する。名古屋大の内田良推教摺によると、1983～2010年度の２８年間に全国で114人が死亡した。中学の部活動での死者数は、柔道が二番目のバスケットボールの六倍以上と突出し、サッカー、野球、ソフトボールと続く。

　名古屋市の市立高校では昨年六月、柔道部の一年生男子生徒が乱取り稽古で投げられた際、畳で後頭部を強く打ち、翌月死亡した。三重県の県立高校では昨年九月、二年生男子生徒が寝技をかけあう練習中に首の骨を脱臼し、現在も首から下がまひした状態で入院している。

　柔道は危険なスポーツだという認識を先生も生徒も共有し、安全対策を徹底することが重要だ。子どもたちを死なせるような授業があっていいはずもない。死亡事故のうち、中、高ともに一年生が半数以上を占める。身を守るために重要な受け身の習得が十分でないまま、投げ技など高度な練習に進んでいないか、専門家らの忠告は大事にしたい。

　武道必修化は、自民党政権時代に子どもの体力低下やモラル欠如をただすという理由で提起された。必修とすべきかどうかは身体の発育度や危険性も含め、もっと議論されてもよかった。国は「先生が十分に研修を積めば指導できる」と言う。だが、現実の事故を前にすれば、なお不安も感じる。

　全日本柔道連盟は「安全面を考慮した指導が必要」と警鐘を鳴らし、武道必修化の対策チームをつくった。武道の経験が乏しい保健体育の先生が指導することも予想される。名古屋市は最近、教員向けの安全講習会を開いた。こうした機会を増やし、指導者のレペルアップを図ることが大切だ。

　名古屋市と三重県の教育委員会は事故を自ら公表しなかった。「緊急に注意喚起する必要が薄い」などの理由だった。死亡した生徒の母親は「教育関係者には再発防止を徹底してほしい」と話している。事故を隠すような対応では子供が危ない。

　柔道が悪いのでは、もちろんない。不適切、不十分な指導を恐れるのである。もし事故が相次げば、柔道授業の中止も考えなければならないだろう。

